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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜週間予定＞
　月15日（木）14:30　中野渡　鉄男様：面会
　月17日（土）14:00　向井　敦子様：面談（内科診察室）SW、Ns
　　　　　　　 10:00～17:00　久保　興介様外出
＜患者様連絡事項＞
・播摩　克子様～長女様来院し、衣類と日用品（シャンプー、歯磨き粉）の差し入れあり。売店などを利用して、出来るだけ、徐々に生活行動範囲を拡大できるよう介入してほしいと依頼あり。
・春山　知範様～発熱時カロナール錠（200）2T 10回分処方あり。
・小笠原　文人様～発熱時カロナール錠（200）2T 5回分処方あり。
　　　　　　　　　先日転倒にて負傷した事を、兄様にTELにてお伝えしている。

・河村　哲久様～予定していた青山荘の外泊訓練を延期としている。

・倉橋　生子様～北病棟でコロナ感染者が無い場合、2/19　13：30退院は予定通り進めていく。
・畑山　昭夫様～アンブロキソール（15）3T　3×1/毎食後　8日分継続処方となっている。

＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～バイタルサイン異常なし。各食全量摂取。感冒様症状なし。動作緩慢さあるも、演技的に転倒を装い廊下で寝そべる行動を繰り返している。
・中村　徳子様～体温37.2～37.5℃で経過。主治医指示にて15:25コロナ・インフルエンザ抗原検査施行、陰性。排尿時痛を訴え始めている。
・畑山　昭夫様～バイタルサイン異常なし。各食全量摂取。湿性咳嗽持続。呼吸苦なし。
・滝田　英人様～9:30主治医指示にてコロナ・インフル抗原検査実施。陰性。発熱なし。鼻閉・鼻汁、湿性咳嗽持続。食事1/4～1/3程度のみ摂取。水分補給は促しで行う。主治医診察にて今夕からカルボシステイン服用開始となる。
・森田　清助様～他者との交流適度に見られ、スタッフ対面時の表情は穏やか。悲観的言動や不安感の訴えなし。
・春山　知範様～体温36.4℃、鼻閉鼻汁、湿性咳嗽持続。朝食1/2で、昼食は全量摂取されている。昨日より随分楽になりましたと話している。
＜柞木田Dr.診察情報・ケース検討＞
・滝田　英人様～咽頭痛はなく、咳嗽による苦痛を訴え、風邪薬を出して欲しいと話している。鼻閉感もあり、無呼吸があることをDr.報告している。カルボシステイン錠250㎎　3錠  1日3回　毎食後7日分処方となる。
・中村　和夫様～3日前から風邪引いて咳も出たが止まったと話す。熱はないが喉に食事が染みる事はあった。日中寝ているのは風邪症状で眠気があったからで、今はもう良くなったと話している。主治医よりマスク着用する様説明を受けている。退院はいつか、どんどん理由をつけて延期してと苛々口調で話している。
・船場　幸子様～2～3日前から足の疼痛あり、神経が触る感じがある。歩き始めが痛いと訴える。フェルビナクスチック軟膏3% 1本処方となる。
・上村　みわ様～鼻汁の訴えあり。また、腎臓病を今月で治してほしい、尿漏れはいつ治りますかと訴えるも服薬は拒否。同内容７日分処方となる。
・中村　徳子様～午後になると体温上昇し、37.5℃になっている。特に症状はない。排尿時痛が出始めていると訴えあり。便は固いが水はほとんど飲んでいないと話し、Dr.からも飲水励行の説明あり。精神面では大分良くなり、幻聴はそんなでもない。気持ちの落ち込みはそんなにないと話している。
・出河　攻様～昨日から咽頭痛あると訴える。トローチ希望し処方となる。

・中川原　義雄様～口唇の乾燥、亀裂による疼痛訴える。物忘れは普段から多いと自覚している。躁うつ病が入っているからと話す。イライラはないが口数は多くなる事はあると自己洞察する発言あり。定期採血の結果、UAとK高値あり。食事は生野菜とフルーツ禁へ。高尿酸血症薬処方となる。
・和田　シュン様～風邪を弾いて、トローチは効いた。風邪薬がほしい。今朝は眩暈がして歩けなくなった。転倒はしていないと訴える。PL顆粒処方。ﾒﾏﾝﾁﾝ増量予定。
